第５学年　単元別学習内容一覧
	1　整数と小数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	整数と小数が十進位取り記数法に基づいていることを理解する。
・整数と小数のしくみに関心をもち，進んで調べようとする。

・十進位取り記数法に即して，整数と小数を統一的に理解することができる。

・十進位取り記数法に従って，小数の10倍，100倍，10分の1，100分の1などの大きさの数をつくることができる。
・小数も整数と同様，十進位取り記数法に従っていることを理解している。
	4時間
2学期制：4月上旬
3学期制：4月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	8～11
	1
	○位が上がったり下がったりすることを小数点の移動という観点から考察する。
	・旅客機の機体の長さを考えることによる小数のしくみの学習への動機づけ
・小数の十進位取り記数法の仕組みと　小数点の移動
	(関)旅客機の機体の長さを考えることで，小数のしくみに関心をもつ。
(考)位が上がったり下がったりすることを小数点の移動という観点でみることができる。

	
	12
	2
	○整数や小数を10倍，100倍，1000倍したときの小数点の移動の仕方を理解する。
	・記数法のしくみと10倍や100倍などの大きさの数
	(知)整数や小数を10倍，100倍，1000倍すると，小数点がどのように移動するかを理解している。

	
	13
	3
	○整数や小数を10分の1，100分の1，1000分の1にしたときの小数点の移動の仕方を理解する。
	・記数法のしくみと10分の1や100分の1などの大きさの数
	(知)整数や小数を10分の1，100分の1，1000分の1にすると，小数点がどのように移動するかを理解している。

	たしかめましょう
	14
	4
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	15
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：4月中旬
3学期制：4月中旬


	2　体　積

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	体積の普遍単位cm3，m3を知り，直方体や立方体の体積を求めることができる。
・面積と同様，体積を数で表す方法を考えようとする。

・面積を基にして，単位立方体の個数により，直方体や立方体の体積を数値化できることに気づくことができる。

・体積の普遍単位cm3，m3を知り，それらを使って直方体や立方体の体積を求めることができる。
・直方体の高さの変化に伴う体積の変化を調べ，比例について理解できる。
・直方体や立方体の体積を求めるのに必要な要素について理解している。
・伴って変わる2量について，一方の値が2倍，3倍，…になると，他方の値も2倍，3倍，…になるとき，比例の関係にあることを理解している。
	9時間
2学期制：4月中旬～下旬
3学期制：4月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	16
	1
	○体積の普遍単位cm3を知り，単位立方体の個数を調べて，直方体や立方体の体積を求める。
	・直方体の重ね合わせ（思考実験）による体積の学習への動機づけ
	(関)直方体の体積をくらべるのに，面積と同様に，重ね合わせてみようとする。

	①直方体・立方体の体積
	17
	
	
	・体積の概念とその表し方
【体積，cm3，立方センチメートル】
	(技)(知)体積の普遍単位cm3を知り，単位立方体の個数を調べて，直方体や立方体の体積を求めることができる。

	
	18～19
	2
	○直方体や立方体の体積の公式を導き，体積をを求める。
	・直方体と立方体の体積の求め方と体積の公式
	(技)(知)直方体や立方体の体積の公式を導き，体積をを求めることができる。

	②容積
	20
	3
	○縦，横，高さに着目して，容積を求める。
	・容積の意味
・Lとcm3の関係

【容積，うちのり】
	(技)(知)うちのりについて知り，縦，横，高さに着目して，容積を求めることができる。

	③大きな体積
	21
	4
	○体積の普遍単位m3を知り，体積を求めたり，cm3との関係について理解する。
○体積の単位間，長さや面積と体積の単位間の関係を理解する。
	・大きな体積の単位

・m3とcm3の関係

【m3，立方メートル】
・体積の単位とこれまでに学習した単位間の関係
【kL，キロリットル】
	(技)(知)体積の普遍単位m3を知り，計算で体積を求めたり，cm3との関係について理解している。
(考)(知)体積の単位間の関係や立方体の1辺の長さと体積の単位間の関係を理解している。

	
	22
	5
	○体積が1ｍ3の大きさをつくり，いろいろなものの体積を調べる。
	・1m3の量感と体積の見積もり
	(知)体積が1ｍ3になるものをつくり，
いろいろな体積の量感を感得する。

	
	23
	6
	
	・練習
	

	④体積の求め方のくふう
	24
	7
	○直方体を組み合わせた立体の体積の求め方をいろいろ考える。
	・複合図形の体積の求積
	(考)(技)直方体を組み合わせた立体の体積の求め方をいろいろ考えることができる。

	⑤体積と比例
	25
	8
	○直方体の高さの変化に伴う体積の変化を調べ，比例について理解する。
	・直方体の高さと体積の関係を調べることによる比例の理解

【比例する】
	(考)(知)直方体の高さの変化に伴う体積の変化を調べ，比例について理解する。

	たしかめましょう
	26～27
	9
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　算数実験室

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	不定形の物の体積を工夫して測る。
・不定形の物の体積の測り方に関心をもち，進んで測ろうとする。

・水に沈めたときに増える水の体積が不定形の物の体積となることを考え，説明することができる。

・不定形の物の体積を工夫して測ることができる。

・不定形の物の体積の測り方を理解している。
	1時間
2学期制：5月上旬
3学期制：5月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	28～29
	1
	・不定形の物の体積の測り方の工夫


	◎　わくわく算数学習

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	正方形の個数の数え方を考え，話し合いを通して，友だちに伝えたり，友だちの考えを理解する。
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。
・話し合いで大切なことを考えることができる。
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。
・話し合いのねらいや進め方を理解している。
	1時間
2学期制：5月上旬
3学期制：5月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	30～33
	1
	・正方形の個数の数え方を考え，みんなで話し合い，まとめる。


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	34～35
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：5月上旬
3学期制：5月上旬

	3　小数×小数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	小数をかけることの意味とその計算の仕方を理解し，筆算で計算できる。
・小数をかける計算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。
・小数をかける計算の仕方を，整数のときと同じように考えることができる。

・小数をかけることの意味とその計算の仕方を理解し，筆算で計算できる。
・小数をかけることの意味や計算の仕方，小数倍について理解している。
	11時間
2学期制：5月中旬～下旬

3学期制：5月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)

	36
	1
	○小数をかける計算について関心をもつ。
	・リボンを買う場面による小数をかける計算への動機づけ
	(関)整数をかける場合から類推し，小数をかける計算の仕方を考えようとする。

	①小数をかける計算
	37
	
	○小数でわることの意味を考えて立式をする。
	・(整数)×(小数)の計算の立式
	(考)(技)小数をかけることの意味を考え，立式ができる。

	
	38
	2
	○小数をかける計算の仕方を考える。
	・(整数)×(小数)の計算の仕方
	(考) (整数)×(小数)の計算の仕方を考えることができる。

	
	39
	3
	○(小数)×(小数)の計算の仕方を理解する。
	・(小数)×(小数)の立式と計算の仕方
	(関)(知)(小数)×(小数)の計算の仕方を理解し，それを説明できる。

	
	40～41
	4

・

5
	○小数をかける計算の筆算の仕方を考え，計算ができる。

○小数点の位置を見て，答えを確かめる。
	・(小数)×(小数)の筆算の仕方
・小数点の位置と答えの確かめ
	(技)(知)小数をかける計算の筆算の仕方を考え，計算ができる。

(考)小数点の位置を見て，答えの確かめができる。

	
	42
	6
	○乗数と1との大小により，積と被乗数との大小を判断する。
	・乗数と積の大小関係
	(技)(知)乗数と1との大小により，積と被乗数との大小を判断できる。

	
	43
	7
	
	・練習
	

	②小数のかけ算を使って
	44～45
	8

・

9
	○辺の長さが小数値の面積や体積を公式を使って求めることができる。
	・辺の長さが小数値の場合の面積や体積の求積
	(考)(技)辺の長さが小数値になっても，面積や体積の公式が使えることを理解し，計算で求めることができる。

	
	46
	10
	○小数倍の意味を振り返り，何倍かを求めたり，何倍かした数を求めたりする。
	・小数倍の意味とその計算

（第1用法，第2用法）
	(技)(知)小数倍の意味を振り返り，何倍かを求めたり，何倍かした数を求めたりすることができる。

	たしかめましょう
	47
	11
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	48～49
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：5月下旬
3学期制：5月下旬


	4　小数÷小数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	小数でわることの意味とその計算の仕方を理解し，筆算で計算できる。
・小数でわる計算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。
・小数でわる計算の仕方を，整数のときと同じように考えることができる。

・小数でわることの意味とその計算の仕方を理解し，筆算で計算できる。
・小数でわることの意味や計算の仕方を理解している。
	10時間
2学期制：6月上旬～中旬

3学期制：6月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	50
	1
	○小数でわる計算に関心をもつ。
	・ひもを買う場面による小数でわる計算への動機づけ
	(関)整数でわる場合から類推し，小数でわる計算の仕方を考えようとする。

	
	51
	
	○小数でわることの意味を考えて立式をする。
	・(整数)÷(小数)の立式
	(考)(技)小数でわることの意味を考え，立式ができる。

	
	52
	2
	○小数でわる計算の仕方を考える。
	・(整数)÷(小数)の計算の仕方
	(考) (整数)÷(小数)の計算の仕方を考えることができる。

	
	53
	3
	○(小数)÷(小数)の計算の仕方を理解する。
	・(小数)÷(小数)の立式と計算の仕方
	(関)(知)(小数)÷(小数)の計算の仕方を理解し，それを説明できる。

	
	54～55
	4

・

5
	○小数でわる計算の筆算の仕方を考え，計算ができる。

○小数点の位置を見て，答えを確かめる。
	・(小数)÷(小数)の筆算の仕方
・小数点の位置と答えの確かめ
	(技)(知)小数でわる計算の筆算の仕方を考え，計算ができる。

(考)小数点の位置を見て，答えの確かめができる。

	
	56
	6
	○わり切れない場合には，わり進んで，商を概数で求める。
	・商を概数で処理する場合の筆算の仕方
	(技)わり切れない場合には，整数の場合と同様にわり進み，商を概数で求めることができる。

	
	57
	7
	○被除数，除数，商，余りの関係を理解し，余りの小数点の位置について考える。
	・被除数，除数，商，余りの関係と余りの小数点の位置
	(知)被除数，除数，商，余りの関係を理解している。

(考)余りの小数点の位置について考えることができる。

	
	58
	8
	○除数と1との大小により，商と被除数との大小を判断する。
	・除数と商の大小関係
	(技)(知)除数と1との大小により，商と被除数との大小を判断できる。

	
	59
	9
	
	・練習
	

	たしかめましょう
	60～61
	10
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	



	5　式と計算

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)

(考)
(技)
(知)
	交換，結合，分配などの計算法則が，小数になっても成り立つことを理解する。
式から具体的な場面をよむ。

・計算のきまりに関心をもち，小数を含む場合について調べようとする。
・式から具体的な場面を想起することができる。

・計算のきまりに従って小数の計算ができる。
・小数を含めた計算法則を理解している。
	4時間
2学期制：6月中旬～下旬

3学期制：6月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	62～63
	1
	○整数での計算のきまりが小数の場合にも成り立つことを確かめる。
	・小数に関する計算のきまりや式のよみ方
	(技)(知)整数のときに成り立った計算のきまりが小数の場合にも成り立つかどうかを確かめる。

	
	64
	2
	○式をみて立式の意図を理解し，それを説明する。
	・式から具体的場面をよんだり，立式の意図をくみ取ったりすること
	(考)式をみて立式の意図を理解し，それを説明することができる。

	
	65
	3
	○式の特徴をつかみ，問題解決に活用する。
	・式の特徴の把握と問題解決への活用
	(考)(技)式の特徴をつかみ，問題解決に活用することができる。

	
	66～67
	4
	○小数の場合の加減及び乗除の相互関係を理解する。
	・小数の場合の加減，乗除の相互関係
	(知)小数の場合の加減及び乗除の相互関係を理解している。


	◎　同じものに目をつけて

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	四則のやや複雑な問題を相殺や置換の考え方を使って解くことができる。
・相殺，置換の考え方を使って問題を解決しようとする。
・同じものに目をつけることで問題を単純化できることに気づくことができる。
・相殺や置換の考え方を使って問題を解決することができる。
・相殺や置換の考え方を理解している。
	2時間
2学期制：6月下旬
3学期制：6月下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	68
	1
	○相殺の考えを使って問題を単純化し，解決する。
	・相殺により単純な問題に帰着させて考える問題
	(考)(技)相殺の考えを使って問題を単純化し，解決することができる。

	
	69
	2
	○置換の考えを使って問題を単純化し，解決する。
	・置換により単純な問題に帰着させて考える問題
	(考)(技)置換の考えを使って問題を単純化し，解決することができる。


	6　合同な図形

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)
(考)
(技)
(知)
	合同な図形の性質について理解し，合同な図形をかくことができる。

三角形や四角形の内角の和について理解する。

・合同な図形について，その性質を調べようとする。
・三角形や四角形の内角の和について調べようとする。
・頂点，辺，角に着目して，合同な図形のかき方を考えることができる。
・多角形の内角の和は三角形に分割すれば求められることに気づくことができる。
・合同な図形の性質を理解し，合同な図形の作図ができる。

・多角形の内角の和を求めることができる。
・合同な図形の性質や対応する頂点，辺，角について理解している。
・三角形，四角形の内角の和について理解している。
	10時間
2学期制：6月下旬～7月中旬
3学期制：6月下旬～7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	70～71
	1
	○合同の意味について理解する。
	・船の帆の形をくらべることによる合同な図形の学習への動機づけ

・合同の意味
【合同】
	(関)船の帆の形をくらべることを通して，合同な図形の学習に関心をもつ。

(知)合同の意味を理解している。

	①合同な図形
	72～73
	2
	○対応する頂点，辺，角について知り，合同な図形の性質を調べたり，作図をする。
	・合同な図形の性質
・方眼を使った合同な図形の作図
【対応する頂点，対応する辺，対応する角】
	(技)(知)対応する頂点，辺，角について知り，合同な図形の性質を調べ，作図することができる。

	
	74
	3
	○長方形，平行四辺形，台形を対角線で切ったときにできる形が合同になるかどうかを考える。
	・基本的な四角形を対角線で分けたときの形を合同の観点で考察すること
	(考)長方形，平行四辺形，台形を対角線で切ったときにできる形が合同になるかどうかを考えることができる。

	②合同な図形のかき方
	75
	4
	○三角形を決定する要素について考える。
	・三角形を決定する要素の考察
	(考)三角形を決定する要素について考えることができる。

	
	76～77
	5
	○3つの方法で三角形の作図をする。
	・3通りの方法による三角形の作図
	(技)3つの方法で三角形を作図することができる。

	
	78
	6
	○三角形の作図の考えを使って，四角形を作図する。
	・三角形の作図法を使った四角形の作図
	(考)(技)三角形の作図の考えを使って，四角形を作図することができる。

	③三角形・四角形の角
	79～80
	7
	○三角形の内角の和が180°になることを理解する。
	・三角形の内角の和
	(知)三角形の内角の和が180°になることに気づき，確かめることができる。

	
	81
	8
	○三角形の内角の和を使って，図形の角度を求める。
	・三角形の内角の和を使って角度を求めること
	(技)三角形の内角の和が180°であることを使って，図形の角度を求めることができる。

	
	82～83
	9
	○四角形や五角形の内角の和を，いくつかの三角形に分割して考える。
	・四角形，五角形の内角の和
	(考)(技)四角形や五角形の内角の和をいくつかの三角形に分割して，考えることができる。

	たしかめましょう
	84～85
	10
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　どんな計算になるのかな

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。
・演算を決定した根拠を説明することができる。
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。
・小数の乗除の用いられる場面を理解している。
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	86～87
	1
	・金箔について考える場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。


	◎　夏休みの算数の自由研究

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)

(技)
(知)
	しきつめもようをきっかけに，算数の自由研究をする。
・しきつめもように関心をもち，自分でも算数の自由研究をしようとする。
・しきつめもようの研究の動機や工夫して考えたことに着目できる。
・自分で考えながら算数の自由研究をすることがができる。
・算数の自由研究の仕方を理解している。　
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	88～89
	1
	・自分で考えながら算数の自由研究をする。


	復　習

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	90～91
	・既習事項の確認と持続

・コラム「昔の教科書」
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	7　整　数

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)

(考)
(技)
(知)
	偶数と奇数の意味を知り，整数が偶数と奇数に類別できることを理解する。
倍数や約数の意味を知り，それらを求めたり，それらを使って問題解決ができる。
・偶数，奇数，倍数，約数などを知り，それらについて調べようとする。
・整数を偶数と奇数の観点で類別することができる。
・整数を偶数と奇数に類別したり，倍数，約数などを使って問題を解決することができる。
・偶数，奇数，倍数，約数などを使って問題を解決する仕方を理解している。
	11時間
2学期制：7月下旬～9月中旬
3学期制：9月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	92
	1
	○整数が偶数と奇数に類別できることを理解する。
	・紅白の組分けによる偶数・奇数への動機づけ
	(関)紅白の組分けを通して，整数を類別することに関心をもつ。

	①偶数・奇数
	93
	
	
	・偶数，奇数の意味
【偶数，奇数】
	(知)偶数と奇数の意味，および整数が偶数と奇数に類別できることを理解している。

	②倍数と公倍数
	94
	2
	○倍数の意味を理解し，求める。
	・倍数の意味
【倍数】
	(技)(知)倍数の意味を理解し，求めることができる。

	
	95
	3
	○公倍数，最小公倍数の意味を理解し，それらを求める。
	・公倍数，最小公倍数の意味
【公倍数，最小公倍数】
	(技)(知)公倍数，最小公倍数の意味を理解し，それらを求めることができる。

	
	96
	4
	○公倍数の求め方をいろいろ考える。
	・公倍数の求め方の工夫

・3つの数の公倍数
	(考)(技)公倍数の求め方をいろいろ考えることができる。

	
	97
	5
	○倍数のもようづくりをして気がついたことを説明する。
	・倍数のもようづくり
	(考)(技)倍数のもようづくりをし，気がついたことを説明できる。

	
	98
	6
	○公倍数の考えを使って，問題を解決する。
	・公倍数を使って問題を解決すること
	(考)(技)公倍数の考えを使って，問題を解決することができる。

	③約数と公約数
	99
	7
	○約数の意味を理解し，求める。
○素数の意味を理解する。
	・約数，素数の意味
【約数，素数】
	(技)(知)約数の意味を理解し，約数を求めることができる。
(知)素数について理解している。

	
	100
	8
	○公約数，最大公約数の意味を理解し，それらを求める。
	・公約数，最大公約数の意味
【公約数，最大公約数】
	(技)(知)公約数，最大公約数の意味を理解し，それらを求めることができる。

	
	101
	9
	○公約数の求め方をいろいろ考える。
	・公約数の求め方の工夫
	(考)(技)公約数の求め方をいろいろ考えることができる。

	
	102～103
	10
	○公約数の考えを使って，問題を解決する。
	・公約数を使って問題を解決すること
	(考)(技)公約数の考えを使って，問題を解決することができる。

	たしかめましょう
	104
	11
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　準　備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	105
	・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：9月中旬
3学期制：9月下旬


	8　分数(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	約分，通分の意味とその仕方を理解し，異分母分数の加減計算ができる。
・異分母分数の大小比較や加減計算などに関心をもち，進んで取り組もうとする。

・異分母分数の大小比較や加減計算では，通分が有効であることに気づくことができる。
・分数の大小比較，加減計算ができる。

・約分，通分の仕方，および分数の加減計算の仕方を理解している。
	9時間
2学期制：9月中旬～10月上旬

3学期制：9月下旬～10月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①等しい分数
	106～108
	1
	○異分母分数の大小の比べ方を考える。
	・分数のカードを使った大小比較による学習の動機づけ

・分子と分母に同じ数を乗除しても大きさが変わらないこと
	(関)異分母分数の大小の比べ方を考えようとする。

(知)分子と分母に同じ数を乗除しても分数の大きさは変わらない性質を理解している。

	
	109
	2
	○約分について理解し，約分することができる。
	・約分の意味とその仕方
【約分する】
	(技)(知)約分の意味を理解し，約分することができる。

	
	110～111
	3

・

4
	○通分について理解し，通分することができる。
	・通分の意味とその仕方

【通分する】
	(技)(知)通分の意味を理解し，通分することができる。

	②分数のたし算・ひき算
	112～113
	5

・

6
	○異分母分数の加減計算ができる。
	・異分母分数の加減計算
	(考)(技)異分母分数の加減計算の仕方を考え，通分して計算ができる。

	
	114
	7
	○帯分数を含む異分母分数の加減計算ができる。
	・帯分数を含む異分母分数の加減計　算
	(考)(技)帯分数を含む異分母分数の加減計算の仕方を考え，計算ができる。

	
	115
	8
	
	・練習
	

	たしかめましょう
	116
	9
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	117
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：10月中旬
3学期制：10月中旬


	9　面　積

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)
(考)
(技)
(知)
	三角形や平行四辺形の面積の公式を理解し，面積を求めることができる。
三角形の高さと面積などの関係を調べ，比例していることを確かめる。

・三角形や四角形の面積の求め方をいろいろ考えようとする。

・長方形の面積を基にして，三角形や四角形の面積の公式を導くことができる。

・公式を適用して，三角形や四角形の面積を求めることができる。
・三角形や四角形の面積の意味とその求め方を理解している。
	12時間
2学期制：10月中旬～11月上旬

3学期制：10月中旬～11月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①三角形の面積
	118～120
	1
	○直角三角形の面積の求め方を考える。
	・三角形や四角形の面積の学習への動機づけ
・直角三角形の面積
	(関)直角三角形の面積に関心をもち，求め方を考えようとする。

(考)直角三角形の面積の求め方を考えることができる。

	
	121
	2
	○三角形の面積の求め方をいろいろ考える。
	・鋭角三角形の面積
	(考)三角形の面積の求め方をいろいろ考えることができる。

	
	122
	3
	○三角形の面積の公式を導き，公式を使って面積を求める。
	・三角形の面積の公式
【底辺，高さ】
	(考)(知)三角形の面積の公式を導き，公式を使って面積を求めることができる。

	
	123
	4
	○四角形の面積を2つの三角形に分割して求める。
	・三角形分割による一般四角形の求積
	(考)(技)四角形の面積を2つの三角形に分割して求めることができる。

	②平行四辺形の面積
	124～125
	5
	○平行四辺形の面積の求め方をいろいろ考える。
	・平行四辺形の面積
	(考)平行四辺形の面積の求め方をいろいろ考えることができる。

	
	126
	6
	○平行四辺形の面積の公式を導き，公式を使って面積を求める。
	・平行四辺形の面積の公式
	(考)(知)平行四辺形の面積の公式を導き，公式を使って面積を求めることができる。

	③いろいろな三角形・四角形の面積
	127
	7
	○高さが内部に取れない場合の三角形や平行四辺形の面積を公式を使って求める。
	・高さが内部に取れない場合の三角形や平行四辺形の面積
	(考)(知)高さが内部に取れない場合の三角形や平行四辺形にも面積の公式が使えることを確かめ，公式を使って面積を求めることができる。

	
	128～129
	8

・

9
	○台形やひし形の面積の公式を導き，公式を使って面積を求める。
	・台形，ひし形の面積の公式
【上底，下底】
	(考)(知)台形やひし形の面積の公式を導くことができる。

(技)公式を使って台形やひし形の面積を求めることができる。

	
	130
	10
	
	・練習
	

	④面積と比例
	131
	11
	○三角形の面積が高さや底辺に比例することを理解する。
	・三角形の高さと面積の比例関係
	(考)(表)三角形の面積が高さや底辺に比例することを理解し，説明することができる。

	たしかめましょう
	132～133
	12
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　人文字

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)
(技)
(知)
	きめられた長さに1ｍの間隔で人が並ぶのに必要な人数を求めることができる。
・単純な形をもとに複雑な形のきまりをみつけることに関心をもつ。
・複雑な形を単純な形に直しても，答えは変わらないことに気づくことができる。

・人文字全体の長さと間の数の関係に目をつけて，人数を求めることができる。

・人文字全体の長さと間の数の関係に目をつければよいことを理解している。
	2時間
2学期制：11月上旬
3学期制：11月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	134～135
	1
・

2
	○きめられた長さに1ｍの間隔で人が並ぶのに必要な人数を求めることができる。
	・きめられた長さに1ｍの間隔で人が並ぶのに必要な人数を求めること。
	(考)(技)人文字全体の長さと間の数の関係に目をつけて問題を解くことができる。


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	136～137
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：11月中旬
3学期制：11月中旬


	10　平均とその利用

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)
(考)
(技)
(知)
	平均の意味を理解し，いろいろな平均を求めることができる。
平均を使って，長さなどの概測ができる。
・身近な事柄について，進んで平均の考えを用いようとする。
・平均の考えを使って身近な事柄について考えたり，表現したりできる。
・平均を求めたり，平均を使って概則をしたりすることができる。
・平均の意味や平均の求め方を理解している。
	7時間
2学期制：11月中旬～下旬

3学期制：11月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	138
	1
	○ジュースづくりの場面で，平均の学習に関心をもつ。
	・ジュースづくりの場面での平均の学習への動機づけ
	(関)ジュースづくりを通して，平均の学習に関心をもつ。

	①平均
	139
	
	○平均を求めたり，平均から全体の数を求めたりする。
	・平均の意味とその計算
【平均】
	(技)(知)平均の意味を理解し，平均を求めたり，平均から全体の数を求めたりすることができる。

	
	140
	2
	○0を含む場合の平均を求める。
	・0を含む平均
	(技)(知)0を含む場合の平均を求めることができる。

	
	141
	3
	○部分の平均から全体の平均を求める。
	・部分の平均から全体の平均を求めること
	(考)(技)部分の平均から全体の平均を推し測ることができる。

	②平均を使って
	142～143
	4

・

5
	○平均を使って歩幅や距離を測定する。

○外れ値の処理の仕方を理解する。
	・歩幅を使った距離などの概測
・歩幅の測定とその活用
・外れ値を含む平均
	(考)(技)平均を使って歩幅や距離を測定することができる。

(考)外れ値の処理の仕方を理解する。

	
	144
	6
	○仮平均の考えを使ったり，外れ値を適切に処理して，平均を求める。
	・仮平均の考え

・外れ値の処理
	(考)(技)仮平均の考えを使って，平均を求めることができる。

	たしかめましょう
	145
	7
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	11　単位量あたりの大きさ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	単位量あたりの考えを用いて，燃費や密度などを求めることができる。
・単位量あたりの考えに関心を持ち，身近な事象を単位量あたりの考えで比べようとする。
・異種の2つの量の割合を考える際，どちらを基準にすればよいかを適切に判断できる。

・単位量あたりの考えを用いて，燃費や密度などを求めることができる。
・異種の2つの量の割合について，その意味と表し方を理解している。
	4時間
2学期制：11月下旬

3学期制：11月下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	146～148
	1
	○単位量あたりの考えに関心をもつ。
	・部屋割りの場面での学習の動機づけ
	(関)部屋わりを通して，単位量あたりの考えに関心をもつ。

	
	149
	2
	○単位量あたりの考えを使って，数量をくらべる。
	・2つの観点から単位量あたりの大きさをくらべること
	(技)(知)単位量あたりの考えを理解し，それを使って数量をくらべることができる。

	
	150
	3
	○単位量あたりの考えを使って，日常の事象をくらべる。
	・単位量あたりを使って日常事象をくらべること     【人口密度】
	(技)単位量あたりの考えを使って日常の事象をくらべることができる。

	たしかめましょう
	151
	4
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	[追加単元]  速さ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)

(技)

(知)
	速さの意味を知って速さ，道のり，時間を求めることができ，それらの関係を理解する。
・速さについて関心をもち，問題解決に生かそうとする。
・速さの意味を理解し，道のりや時間との関係を考えることができる。
・速さの意味や表し方を知り，速さ，道のり，時間を求めることができる。
・速さの意味や表し方，速さに関する計算の仕方を理解している。
	8時間
2学期制：11月下旬～12月上旬
3学期制：11月下旬～12月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)


	補助教材
ほ-2～
    ほ-3
	1
	○距離と時間の一方をそろえて，速さの比較をする。
	・動物の速さ比べによる速さの学習への動機づけ
・基準量を変えて，1通りで考えること
	(関)どの動物が一番速いかを考えることで，速さに関心をもつ。
(技)距離と時間の一方をそろえて，速さの比較ができる。

	
	補助教材
ほ-4
	2
	○速さの意味を知り，計算で求める。
	・速さの意味と求め方
【時速，分速，秒速】
	(技)(知)速さの意味を知り，計算で求めることができる。

	
	補助教材
ほ-5
	3
	○速さと時間から，道のりを求める。
	・道のりの求め方
	(技)速さと時間から，道のりを求めることができる。

	
	補助教材
ほ-6
	4
	○道のりと速さから時間を求める。
	・時間の求め方
	(技)道のりと速さから時間を求めることができる。

	
	補助教材
ほ-7
	5
	○時速・分速・秒速の関係を理解する。
	・時速・分速・秒速の関係
	(考)(技)時速・分速・秒速の関係を理解し，それぞれの変換ができる。

	
	補助教材
ほ-8～
    ほ-9
	6
・
7
	○2つの量の関係を表にかき，変わり方のきまりをみつけて，問題を解決する。
	・出会い算，追いつき算の問題
	(考)(技)2つの量の関係を表にかいて変わり方のきまりを的確にとらえ，問題を解決することができる。

	たしかめましょう
	補助教材
ほ-10
	8
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	

	12　分数(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	分数の第二義を理解する。

・分数と小数の関係に関心をもち，分数を小数に直したり，整数や小数を分数に直したりしようとする。

・分数で表された倍の意味を理解することができる。
・分数を小数に直したり，整数や小数を分数に直したりすることができる。

・分数の第二義を理解している。
	5時間
2学期制：12月上旬～中旬

3学期制：12月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	152
	1
	○(分数)×(整数)の計算ができる。
	・(分数)×(整数)への動機づけ
	(技)(知)(分数)×(整数)の意味を知り，計算ができる。

	①分数のかけ算・わり算
[p.152～p.155を省略]
	153
	
	
	・(分数)×(整数)の意味と計算の仕方
	

	
	154
	2
	○(分数)÷(整数)の計算ができる。
	・(分数)÷(整数)の意味と計算の仕方
	(技)(知)(分数)÷(整数)の意味を知り，計算ができる。

	
	155
	3
	
	・練習
	

	②分数と小数・整数の関係
	156
	1
	○商を分数で表すことができる。
	・分数の第二義
	(考)(知)分数の第二義を知り，わり算を分数で表すことができる。

	
	157
	2
	○分数倍について理解する。
	・分数倍
	(考)分数で表された倍の意味を理解することができる。

	
	158～159
	3

・

4
	○分数を小数に直したり，整数や小数を分数に直す。
	・分数と整数･小数の関係
	(技)(知)分数と整数・小数の関係を理解し，分数を小数に直したり，整数や小数を分数に直すことができる。

	たしかめましょう

[問題1，6を省略]
	160
	5
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復　習

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	161
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：12月中旬
3学期制：12月中旬


	◎　見積もりを使って

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	仮平均の考えや切り上げ，切り捨ての考えを使って見積もりができる。
・特定の金額で買えるか買えないかを見積もりを使って判断しようとする。
・特定の金額で買えるか買えないかを判断するのに，見積もりが有効であることを理解している。
・仮平均や切り上げ・切り捨ての考えを使って，代金を見積もることができる。
・仮平均や切り上げ・切り捨ての考えを使った見積もりの仕方を理解している。
	2時間
2学期制：12月中旬
3学期制：12月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	162
	1
	・仮平均との差を考え，相殺して判断する見積もり

	
	163
	2
	・切り上げや切り捨ての方法による見積もり


	◎　順々に調べて

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)
(技)
(知)
	伴って変わる2量の関係を表にかき，きまりをみつけて問題を解決する。
・伴って変わる2量の関係に関心をもち，表にかいて調べようとする。
・伴って変わる2量の関係を表す表からきまりを考えることができる。
・伴って変わる2量の関係を表にかいて，問題を解決することができる。
・伴って変わる2量の関係の調べ方を理解している。
	2時間
2学期制：12月下旬
3学期制：12月下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	164～165
	1
・

2
	○伴って変わる2量の関係を表にかき，きまりをみつけて問題を解決する。

	・伴って変わる2量の関係を表に表し，変わり方のきまりをみつけて問題を解決すること
	(考)(技)伴って変わる2量の関係を表にかき，きまりをみつけて問題を解決することができる。


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	166～167
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬


	13　割　合

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)
(考)
(技)
(知)
	割合の意味について理解し，小数や百分率を用いて問題を解決することができる。
割合を帯グラフや円グラフにかいたり，よんだりすることができる。
・割合を考えるよさに気づき，様々な場面で用いようとする。
・割合を考えるのが適切な事象を判断することができる。
・割合，くらべる量，もとにする量を求めることができる。
・割合の意味，および割合，くらべる量，もとにする量を求める仕方を理解している。
	13時間
2学期制：1月中旬～2月上旬

3学期制：1月中旬～2月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①割合
	168～170
	1
	○割合の意味を理解し，割合を求める。
	・クラブの希望調査による割合の学習への動機づけ
・割合の意味（第1用法）
【割合】
	(関)クラブの希望調査の場面により，割合の学習に関心をもつ。

(技)(知)割合の意味を理解し，割合を求めることができる。

	
	171
	2
	○全体と部分や部分と部分の割合を求める。
	・全体と部分の割合，部分と部分の割合
	(技)全体と部分や部分と部分の割合を考え，求めることができる。

	
	172
	3
	○もとにする量と割合から，くらべる量を求める。
	・くらべる量を求めること（第2用法）
	(技)(知)もとにする量と割合からくらべる量を求めることができる。

	
	173
	4
	○くらべる量と割合から，もとにする量を求める。
	・もとにする量を求めること（第3用法）
	(技)(知)くらべる量と割合からもとにする量を求めることができる。

	②百分率
	174～175
	5

・

6
	○百分率の意味を理解し，割合を百分率で求める。
	・百分率の意味

・割合を表す小数と百分率の関係
【百分率，％，パーセント】
	(技)(知)百分率の意味を理解し，割合を表す小数に直すことができる。

(技)百分率を使って割合を求めることができる。

	
	176
	7
	○歩合の意味を理解し，割合を歩合で求める。
	・歩合の意味

・割合を表す小数，百分率，歩合の関係

【歩合，割，分，厘】
	(技)(知)歩合の意味を理解し，歩合を使って割合を求めることができる。

	
	177
	8
	
	・練習
	

	③割合のグラフ
	178～179
	9
	○帯グラフや円グラフについて知り，そのよみ方を理解する。
	・帯グラフ，円グラフのよみ方
【帯グラフ，円グラフ】
	(技)(知)帯グラフや円グラフについて知り，そのよみ方を理解する。

	
	180～181
	10
	○帯グラフや円グラフをかく。
	・帯グラフ，円グラフのかき方
	(技)帯グラフや円グラフをかくことができる。

	④割合を使って
	182
	11
	○割合の和や差を考えて問題を解決する。
	・割合の和や差を考えて解決すること
	(考)割合の和や差を考えて問題を解決できる。

	
	183
	12
	○割合の積を考えて問題を解決する。
	・割合の積を考えて解決すること
	(考)割合の積を考えて問題を解決できる。

	たしかめましょう
	184～185
	13
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	186～187
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：2月上旬
3学期制：2月上旬


	14　円と正多角形

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)
(技)
(知)
	円の直径と円周の関係，円周率の意味を理解し，円周や直径を求めることができる。
・正多角形や円に関心をもち，円の直径を測ったり，円周の長さを測定したりする活動を通して，円の学習に関心をもつ。
・円の直径と円周の長さの関係を考えることができる。
・円の直径の値から円周を求めたり，円周の値から直径を求めたりすることができる。
・円周率の意味や円周，直径，円周率の関係を理解している。
	8時間
2学期制：2月上旬～中旬
3学期制：2月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	188
	1
	○正多角形の学習に関心をもつ。
	・折り紙作業による正多角形の学習の動機づけ
	(関)折り紙の作業を通して，正多角形の学習に関心をもつ。

	①正多角形
	189
	
	○正六角形，正八角形，正多角形について理解する。
	・正六角形，正八角形の理解

・正多角形の概念

【正六角形，正八角形，多角形，正多角形】
	(知)正六角形，正八角形，正多角形について理解している。

	
	190
	2
	○円の中心角を等分割して，正多角形をかく。
	・中心角の等分割による正多角形の作図
	(考)(技)円の中心角を等分割して，正多角形をかくことができる。

	
	191
	3
	○円周を半径の長さで区切って，正六角形をかく。
	・円周の等分による正六角形の作図
	(考)(技)円周を半径の長さで区切って，正六角形をかくことができる。

	②円周と直径
	192～193
	4
	○円の直径と円周の関係を調べる。
	・円周と直径の関係を調べること

【円周】
	(技)(知)円の直径と円周の関係を理解することができる。

	
	194～195
	5
	○円の直径と円周の比は一定になっていることを理解する。
	・円の直径と円周の関係の理解

【円周率】
	(考)(知)どんな大きさの円でも，直径と円周の比は一定になっていることを理解することができる。

	
	196
	6
	○直径から円周を求めたり，円周から直径を求める。
	・円周や直径を求めること
	(技)(知)直径から円周を求めたり，円周から直径を求めたりすることができる。

	
	197
	7
	○円周が直径に比例することを見出す。
	・直径と円周の比例関係

	(考)円周が直径に比例することを理解することができる。

	たしかめましょう
	198
	8
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　準　備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	199
	・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：2月下旬
3学期制：2月下旬


	15　角柱と円柱

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)
(技)
(知)
	立体の分類を通して角柱や円柱を理解し，見取図や展開図をかくことができる。

・角柱や円柱を観察したり分類したりしてその特徴をとらえようとする。
・観点をきめて，立体を弁別することができる。

・角柱や円柱の見取図や展開図をかいたり，つくったりすることができる。

・角柱や円柱の特徴，及びその見取図や展開図のかき方を理解している。
	6時間
2学期制：2月下旬～3月上旬
3学期制：2月下旬～3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	200～201
	1
	○角柱，円柱について理解し，それらを弁別する。
	・立体の弁別による角柱，円柱の学習への動機づけ
【立体，角柱，円柱】
	(関)立体の分類を通して，角柱，円柱の学習に関心をもつ。

(技)(知)角柱，円柱について理解し，それらを弁別することができる。

	①角柱と円柱
	202～203
	2
	○角柱と円柱について，面の形や位置関係，面と頂点と辺の数などを理解する。
	・角柱，円柱の特徴

【底面，側面，曲面】
	(考)(知)角柱と円柱について，面の形や位置関係，面と頂点と辺の数などを調べ，理解している。

	②見取図とてん開図
	204
	3
	○角柱，円柱の見取図のかき方を理解し，かくことができる。
	・角柱，円柱の見取図
	(技)角柱，円柱の見取図のかき方を理解し，かくことができる。

	
	205
	4
	○角柱の展開図のかき方を理解し，かくことができる。
	・角柱の展開図
	(技)角柱の展開図のかき方を理解し，かくことができる。

	
	206
	5
	○円柱の展開図のかき方を理解し，かくことができる。
	・円柱の展開図
	(考)側面の長方形の横の長さは底面の円周に等しいことに気づく。

(技)円柱の展開図のかき方を理解し，かくことができる。

	たしかめましょう
	207
	6
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	16　変わり方

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	伴って変わる2つの数量の関係を○や△を使って式に表し，変化の様子を表にかいて調べることができる。

・○や△を使って式に表された2量の変わり方を，表にかいて調べようとする。
・○や△を使って式に表された2量の関係の調べ方について考えることができる。
・2量の関係を○や△を使って式に表し，変わり方を表で調べることができる。
・2量の関係を○や△を使って式に表したり，表にかいて変わり方を調べる仕方を理解している。
	2時間
2学期制：3月上旬

3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	208～209
	1
	○ ○と△を使って表された2量の変わり方を表にかいて調べる。
	・△＝○＋10の式になる事象の考察
・△＝5×○の式になる事象の考察
	(考)○と△を使って表された2量について，表にかいて変わり方を調べることができる。

	
	210～211
	2
	○一次関数の関係にある2量の変わり方を調べる。
	・△＝100×○＋50 の式になる事象の考察
	(考)一次関数の関係にある2量の変わり方を調べることができる。


	◎　輪投げ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)

(技)

(知)
	情報を取捨選択し，論理的に考えて正しい結論を導くことができる。
・論理の問題に関心をもち，筋道立てて考えようとする。
・「仮に～だったら」と考えて，あてはまらない場合を消去していけばよいことに気づき，それを説明することができる。
・表を使って，効率よく処理することができる。
・表を使って情報を整理していけばよいことを理解している。
	1時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	
	学習内容
	おもな評価規準

	
	212～213
	1
	○情報を取捨選択し，論理的に考えて正しい結論を導くことができる。
	・論理的な推論により正しい結論を導くこと
	(考)(技)情報を取捨選択して，論理的に考えることができる。


	◎　よみとる算数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	214～215
	1
	・日本の貿易の資料から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説明したりすることができる。


	◎　みらいへのつばさ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	料理ポイントを目安にバランスのとれた食事計画を立てる。
・料理ポイントを目安にバランスのとれた食事計画を立てようとする。
・表をみて何をどれだけ食べればよいかを考え，説明することができる。
・食事バランス計画を立てることができる。
・料理ポイントを目安にした食事バランス計画の立て方を理解している。
	1時間
2学期制：3月中旬
3学期制：3月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	216～217
	1
	・料理ポイントを目安にバランスのとれた食事計画を立てる。


	＊　もうすぐ6年生（5年の復習）

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	218～222
[p.219問題9⑨～⑯を
省略]
	・5年生の既習事項の確認と持続
	4時間

2学期制：3月中旬

3学期制：3月中旬


	★　発見！算数島

	ページ
	学習内容
	指導時数

	213～272
[p.246問題75，76を
省略]
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし




※巻末にある「発見！算数島」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
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